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小噺
ば な し

・お笑いサロン 
■ 前 座 （今日の話題・話のネタ） 落語の歴史 

落語歳時記シリーズ  

神無月（10 月）の落語 「粗忽長屋」 
粗忽者である八五郎が、行き倒れの死体を同じ長屋の熊五郎と思い込み、生きている熊五郎 

本人もまた「自分は死んだ」と思い込んで、自らのものと信じる死体を引き取りに行く騒動を 

描く。 

八五郎が浅草観音（浅草寺）にお参りした帰り道、雷門の前で黒山の人だかりに出くわします。 

野次馬根性で人の股の下をくぐり抜けて最前列に躍り出ると、行き倒れの死体が横たわってい

ます。ひと目見た八五郎は飛び上がります。「こいつは熊五郎だ！」 

役人に「身元がわかるなら引き取ってくれ」と言われた八五郎は「当

人を連れてきます」と言い残して長屋へ走って戻ります。 

八「お前は浅草で死んでいる、行き倒れになっている」 

熊「俺はここにいるじゃないか」と反論しますが、 

八「お前は粗忽者だから死んだことに気づいていないんだ」と言い

くるめられ、なぜかその気になってしまいます。 

二人で浅草へ戻り、八五郎は熊五郎に死体を抱かせます。 

自分の死体を抱いた熊五郎は首をかしげながらつぶやきます。 

熊「抱かれてるのは確かに俺なんだが……抱いてる俺は、いったい誰だろう？」 

 

■ 二つ目 （小咄の稽古）   

 小ばなしの話し方の基本 
小ばなし集①初級編のおさらい 
「君の座右(ざゆう)の銘は？」「はい、お陰様で左右 1.5 です」 
（妻）「ねーあなた、今日は結婚記念日よ」（夫）「お前のか？」 
 
この後皆さまの「小ばなし」披露 

■ 大喜利  

今回も 謎かけ で、お題は「秋の味覚」「満月」「日本酒」「読書」 

次回は 2026 年 11 月 5 日（月）  

次回のなぞかけのお題は「酉の市」「柿」 

第 137回 

 

 


